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多様な考えを 生かした数学的コミュニケーション 活動の工夫 
り 面積」の学習におけるハト 指導を通して 一 

浦添市立港 川 小学校 比嘉 豊 

[ 要 約 ] 

本研究では， 5 年「面積」の 問題解決的な 学習過程で，多様な 考えを生かす 学習指導の工夫を 試みた。 

具体的操作活動，ノート 指導などの手だてを 工夫することで ，子どもたちは 自分の 力 で考え，その 考えを 

筋道を立てて 表わそうとした。 そして数学的コミュニケーション 活動を通して ，多面的な見方だけでなく ， 

他の子とのコミュニケーションを 意識して，丁寧に 意欲的に算数の 学習に取り組み ， お互いの考えのよさや 

関係がわかり ，認め ， 高め合 う ことができるよ う になった」 

  口 多様な考え 口 問題解決的学習目算数的活動口数学的」 池 - ケづョ ンロ数学的表現 

1  テーマ設定理由 

新学習指導要領では ，基礎的な知識・ 技能を身に 

っ け ，多面的，論理的思考などの 数学的な考 え，ま 

た 算数のよさを 知り進んで活用する 態度の育成が 求 

められている・。 そのためには 実生活と関連を 図り ， 

自ら課題を見つけ ，解決する活動を 通し学習の楽 

しさや充実感を 味わい，学習を 進めることが 重要で 

あ る， 

授業において ，子どもたち ほ 自力解決の場で 作業 

的 ・体験的な活動を 通して問題に 取り組む。 いろい 

ろな考え方や 方法で自分なりに 解決し多様な 考え 

ができる楽しきやよさ ，できたという 充実感を味わ 

ぅ 。 そして練りあ いの場で，それぞれの 考えを出し 

合 い ，比較じたりする 申で ， 子どもたちは 多面的な 

見方や数学的な 考え方を身に 付けていく。 このよ う 

な学び あ い を通し子どもたちは ，算数を学習する 

楽しさや充実感を 味わっっていく。 このような算数 

に関わるコミュニケーションのことを「数学的コミ 

ュ ニケーション 活動」という。 ( 金本 ) 

これまでの実践で ，多様な考えを 引き出すことが 

できなかったり ，自分の考えをうまく 表現させるこ 

とができないことがあ った，また，多様な 考えを 出 

し 合っても，一人一人の 考えをつなげる 効果的な支 

援をすることができず ，数学的な考えを 高め，多様 

な考えを生かすことができなかった。 数学的な表現 

力 を育むためには ，普段使っている 算数ノートにお 

いては，思考過程を 大切にし問題と 式 と答えだけ 

ではなく，自分の 考えをしっかり 書くことが大切だ 

と 考える「 

そこで問題解決的な 学習過程の中でノート 指導を 

通して，数学的コミュニケーション 活動を工夫する 

ことで，一人一人が 自分の 力 で考え，筋道を 立てて 

表現しよさを 認め、 高めあ い，多様な考えを 生か 

すことができるだろうと 考え ，本 テーマを設定した。 

Ⅱ めざす子ども 像 

自ら課題をもち ，考 え ，表現しそれを 互いに 認 

め， 高め合いながら 問題を解決していこ う とする 子 
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W  研究仮説   
Ⅰ 基本仮説，・     

問題解決的な 学習過程で， ノート指導を 重視した 

数学的コミュニケーション 活動を工夫することによ 

って，一人ひとりが 自分の 力 で考え，筋道を 立てて 

表現し互いに 認め ， 高め合 い ，多様な考えを 生か 

すことができるだろう。 

2  作業仮説 

(1) 自力解決の場で ，具体的操作活動を 工夫するこ 
とに 20 ，一人ひとりが 自分なりの考えをもっ 

ことができるだ る つノ > 

(2) 学習過程において ，   思考の流れを 明確にした 

  ノートの活用を 工夫することにより ，自分の考 

えを整理し，筋道を 立てて表わすことができる 

だろう， 

(3) 数学的な視点を 明確にした数学的コミュニケー 

ションの場を 工夫することにより ，お互いの 考 

えのよさや関係がわかり ， 高め合 う ことができ 

る だろう。 

V  研究構想 図 
  めざす子ども 像   

追 8 課題をもち，考え ，表現しそれを 互いに認め ， 高め合いながら 問題を解決して い こ う とする 子   

Ⅰ 
研究テーマ   

多様な考えを 生かした数学的コミュニケーション 活動の工夫 

  一 「面積」の学習におけるノート 指導を通して 一   

Ⅰ 
研究の目標 

  

問題解決的な 学習過程で，一人ひとりが 自分の 力 で考え，筋道を 立てて表現しそれを 互いに認め ， 高め 

あ い，多様な考えを 生かすために ，ノート指導を 重視した数学的コミュニケーション 活動の有効な 手だてを 

  
研究仮説 

  

問題解決的な 学習過程で，ノート 指導を重視して ，数学的コミュニケーション 活動を工夫することことに 

よって，一人ひとりが 自分の 力 で考え，筋道を 立てて表現し 互いに認め ， 高め合い，多様な 考えを生か 

  
  

  
作業仮説 (1) 

  

自力解決の場で ，具体的操作活 

動を工夫することにより ， 一人 

ひとりが自分なりの 考えをもつ． 

ことができるだろう。 

作業仮説 (2)   

学習過程において ，思考の流れ 

を明確にしたノートの 活用を工 

夫することにより ， 自分の考え 

を整理し，筋道を 立てて表わす 
こ   がで   るだろ， 

    
  

作業仮説 (3) 
数学的な視点を 明確にした数学的コ 

ミュニケーションの 場を工夫するこ 

とにより，お 互いの考えのよさや 関 

係がわかり，高め 合 う ことができる 

  
  

  
  研究内容 

①思考過程を 重視したノート 活用の工夫 ②多様な考えを 引き出す問題の 工夫 

③既習の内容をほ り おこす工夫 ④自分なりの 考えを持たせる 自力解決の工夫 

Ⅰ ⑤多様な考えを 高める数学的コミュニケーション 

） 

  

研究の成果と 課題 

ス
ガ
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W  研究内容 
ⅠⅠ 思考過程を重視したノート 指導 ③ふりかえることができるノート 

(1) 思考を促す算数ノート 

①工夫されたノート 

・自分らしく ，工夫して表現きれている。 

②思考の様子がわかるノート 

・図や 式 ，文字や矢印などを 使って，順序よく   

わかりやすく 説明が書いてあ る。 

・なぜそ う 考えたか， もとになる考えなど 根拠， 

筋道のはっきりした 説明を意識して 書いてあ 

る， 

・授業での思考の 様子や深まりがわかる。 

・ つ まずきも一つの 思考であ る。 つ まずきを生か 

すために，間違えても 消しゴムは使わない。 

・日付，単元老が 書かれている 

・まとめや自分の 感想があ る， ( 図 2) 

④よく整理されたノート 

・ノートのきまり ( 図 1) をもとに書かれている。 

・定規を使ってていねいに 線を引かれている。 

・ 1 マスに 1 字，丁寧に書かれている。 

・ 色 ペンなどを効果的に 使って整理されている。 

⑤練り合いに 生かすノート 

・メッセージ ，感想を吹き 出しなどを使って 書か 

れている。 

・友達の考えのいいところなどが 書かれている。 

パ Ⅰ 一 @P サ つ簾宙 ア ー トの使い古 
ノートをされいにⅠくことで． あ 接 だの軒の中 
次の 5 つを 守 Ⅱ・ 下京． パ Ⅰ 一ア廿つ   

『． 汀し コム 律 んて使わ甘い。 
ま ち；         は 宝   ま ち；         を生か して       ワ ーア / プ 0@ 0-0@ 0@ 0@ & 

0 0 0@ 0-0@ 0   

0@ 0@ 0@ 0@ 0@ 0 

ヨ ． 日付をⅠ く 
    つでも   ふ り ；   え り やす レ         0 0 0 0 0 0 

4 . 瑚雙屯 の 毒え ・文色 づ 0 % えか 
定 くさんⅠ か 九色ノート 000 0 00   

ふき た し を使 うて   わか り やすく   

ち しいノート． 笘 Ⅰ日記 

単元 老 ，学習しているところ 

「・ 式 ， 図 ， 絵 ，矢印，数直線など " 
いろいろな方法で 説明する。 

・ど う やって答えを 出したか， 文 

で 説明を書く， ( 吹き出しにか 

いと思ったこと ，ネーミンバ ・ 1 つの解決がおわったら ，他の 

たり，簡単にまとめて ，など ) Ⅰ方法，考えにも 取り組む ，   

Z 夕 
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(3) 子どもの考えの 見える学習感想、 ( 算数口詞 ) 

①学習をふりかえる 算数日               Ⅰ 図 2  「算数日記の 書き方」 ノ 一円 捧ォ 

(1) 自分でしっかり 考えること 

(2)  ⑥ ?0? ● ? ができましたか ? 

と 自己評価する (2) 友達 ( みんな ) としっかり 

考えることができましたか ? 

2, 今日の学習をふりかえって ， (3) 今日の学習が 

自分のこと，友達のこと ， わかりましたか ? 

* 今日の学習 筏詑思ゃ了 Ⅰ ヱ おもしろかったこと ， CD まとめてみる         
算数に関することなど むつかしかったこと ， 表情をかいて ! 

を 書く。 わかったこと ，ふしぎなこと   いろいろ書こ う ! 

  
算数のこと，など・       たくさん書こ う ! 

②算数日記の 内容の 4 段階 

r  学習感想 ( 算数日記 ) の内容 

  

「 

  
第一段階気持ちについて・・・・「楽しかった」「難しかった」など   

第二段階学習について・・     ・「 ， ‥がわかった」「・‥を 勉強した」など   

第三段階他の 子のことについて・「・‥の 考えがすごかった」「 00 は… な 考えだった」など   

第四段階自己反省，発展的な 内容について・・「次は…にしたい」「 - が 知りた い 」など   

2  多様な考えを 引き出す問題の 工夫 

①つかむ過程とノートの 記述 

っ かむ 

0 問題をもっ。 

0 問題を条件を 整理し，明確にする。 

②自力解決にむけての 問題設定 

問題をしっかりつかむノート 

0 日付，単元名を 書く r  O 問題を書き写す ， 

0 図 ， 線 ，印などを使って 問題を整理する。 

・数学的な知識，技能，考え 方を身につけるための 算数のねら い にそった問題、 

・実際の場面，またはそれが 想像できる，生活と 関わりのあ る問題。 

・具体物を用 い ，具体的な操作が 可能な問題・ 

・子どもの興味・ 関心のあ る問題。 

・他の間 題 ，場面へ発展したり 

④それぞれのタイプの 授業での扱 いと 方向， 性 WN@  @  3.=-@@  ->3  @ 

・どの方向で 扱っていくか ，授業のねらいと 関連させながら 計画する       能力の育成， 1998 ゴ 

( 表 1  タイプの授業での 扱い ) 次 ぺージ参照 

け
 
あ
 

  4 - 



表 Ⅰ タイプの授業での 扱い 

l l4 つ タイプ・モデル 図 @  分 類 l 検討 l 留 意 点   

独
立
型
 

「 "1"I"1 仁 "J" 
 
 
 
 

 
 

Ⅰ
、
 1
 、
 
1
 、
 
1
 、
 

し Ⅰ，，，，， ノ ，，」 

それぞれの考えが ， 数学的にみ 

互いに関連がない 場て正しい 

ム
 
ロ
 
。
 

か ? 

0 図形の面積の 求め方を考える 自力解決の後 

の 授業や発展学習で ，その妥当性について 

も 検討しそれぞれの 数学的な考え 方として 

のよさ，お互いの 考えのよさを 分かり合 う 。 

序
列
型
 

それぞれが妥当であ 長所は ? 

り ，効率的な方法と 短所は ? 

いう面から見て 順ィ正 一番よい 考 

がつけられる 場合。 えは ? 

  
0 面積の公式を 導いたり，発展学習などで ， 

それぞれの考えを 理解し ， よさを認め合い 

ながらも，最も 効率的な考え 方に絞り，そ 

の考えを身につけていく。 

0 どういう数学的基準で 順位をつけたのかを 

明確にする， 

統
 
ム
口
 型
 

  

 
 

  コ
 

 
 

し
，
 

 
 

それぞれが妥当な 考 

えであ り，月毎 軸 苦果 
に共通点が見られる 

ム
 ロ
。
 

場
 

共通点は ? 0 面積の公式を 導いたり，高さが 外にあ る場 

合の面積を求める 場合に ， 1 つ 1 つの考え 

を理解し よさを認、 め 合った後，，共通点 

や新しい観点などから ， 1 つの考え方へと 

まとめていく。 

0 どういう観点でまとめたのかを 明確にす 

る」 

それぞれが妥当で ， 関連は ?  0 発展学習，面積公式，高さが 外にあ る場合 

  
  an; Ⅰ @ ミ   のをまとめ，グルー   
型 
Ⅱ
 、
 Ⅵ
 、
 Ⅵ
Ⅲ
 ぴ
 Ⅹ
 

 
 

プ 化できる場合。 ( さ 

らに， あ る視点で 1 

つにまとめることが 

できることもあ る。 ) 
  

3  既習の内容をほ り おこす工夫 

① みと おす過程とノートの 記述 
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②自力解決に 向けて，今まで 学習したことをふり 

かえり， どの既習事項をもとにしていくかを 考え 

るためのヒントとして ，既習事項ををまとめ ，掲 

示しておく。 ( 既習内容についての 掲示 ) づ 

よ
 
y
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図 ， 式 ，数を使ってわかり 

「考え 1 」「考え 2 」「・‥」 

などいろいろな 方法で解決 

②ゆとりをもって 取り組む自力解決 

・一人ひとりが 試行錯誤しながらも 自分の力で解 

決するための 時間を十分にとる " また，一つの 

解決がおわったら ，他の解決に 取り組ませる。 

③個にお う じた指導 

・一人ひとりの 活動状況を把握し 必要に応じ既 

習内容を想起させるような 助言やヒントカード 

を 与え，支援する。   

④思考を促す 算数的活動 

・子どもたちが 実際に図形を 操作できるよ う に， 

具体的操作活動を 中心にとりいれ ，切ったり， 

つな ぱ たり自由に動かすことにできるできる 紙 

片や図形パズルを 利用した。 

  操作活動で考えだされた 多様な考えをもとに ， 

公式を づ くりあ げる探究的な 活動をとりいれ 

た 。 子どもたちが 既習の考えをもとに 自ら公式 

をつくり出したり ，公式に結びつけたりするよ 

うにした。 

・学習の定着を 図るために，学習したことをもと 

に，問題を作る 活動を取り入れていく。 

5  多様な考えを 高める数学的コミュニケーション 

①たしかめる 過程とノートの 記述 

0 なんかの考えを 聞 

自分の考えを 書く。 

0 自分もやってみたい 

考えを書き写す ， 

②全ての子が 参加できるコミュニケーションの 場の 

工夫 

・コミュニケーションの 人数について ， 隣り 同モ 

おノ 

による ぺア 交流， 4 ～ 5 人のバループ 交流，ク 

ラス全体での 一斉交流など ，子どもたちのコミ 

ュニケーション 能力，授業のねらい ，配当時間 

などを配慮し 効果的に組み 合わせ，取り 入れて 

いく。 

・一人ひとりがコミュ =- ケーションに 参加するた 

めに，まず，文章 ( ノート ) による交流を 通し 

コミュニケーション ( 方法，表現，視点 ) に慣 

れ，会話による 交流へと段階的に 取り組んでい 

きたい。 

・多様な考えについて 一人ひとりが 十分検討する 

時間をとる。 

③多様な考えにふれ ，理解するための 支援 

・友達の考えを ，数学的な考え 方に基づいて ，視 

点をはっきりさせて 聞く ( 読む ) ために，掲示 

物 ，プリントなどで 他の子の考えにふれるとき 

の 視点，話し合いの 方向性を示し ，いつでも見 

ることができるようにする。 ( 表 3  比較検 

討 4 段階と掲示資料 ) 次ページ参照 

・それぞれの 解決方法をしっかり 把握しできる 

だけ多くの多様な 考えを効果的に 取り上げる， 

④表現力 ( 発表の仕方，話し 方 ) を育てる。 

    ，基本的な話し 合いのルール ， 話 型についてに 指 

導を， 他 教科も含め， 日常からこころがける ， 

⑤ つ まずきを生かす 学級の雰囲気作り 

・なぜっまず い たか， ど う すれば よ いか， つ まず 

きを次の学習に 生かす態度を 育て ， 何でも話せ 

る学級の雰囲気を づ くる 

・多様な考えに 対し，それぞれのよさをとらえ ， 

賞賛し前向きな 姿勢を育てる。 

( コミュニケーションガイド ) 教室側面掲示 よ 
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●比較検討の 4 段階と掲示資料 ( 教室壁面，ノート 貼付 ) 
    

比較検討の 4 段階 掲示資料 ( 教室壁面， ノート貼付 ) 
  

第 " 1" 力 " ㍉ き 。 Ⅰ初荷 切考勅溺 直だってめか ， 
段階もと ( 巳 よっている考えまなとお 亙 しの考えを理解 し 

妥当かどう力検討す 魏好皆 

・お互いにわからないことを 聞いたり，それぞれ 

の考えを理解し 筋道だっているか 考える。 

，間違いを指摘するだけでなく ，なぜ間違いなの 

か， ど う 直せば い いのかなど一人ひとりの 考え 

を大切にし，考えをいかしていこ う とする姿勢 

で聞く ， 

"" 。 "% 。 。 。 。 "m 籾潤 """" " 
段階 特漿 まどをとらえ 整理検討する 段階 

・お互いの考 えの 共通点や違いなどに 目を向け ， 

分類したりまとのたりする。 

，それぞれの 長所や短所，関連性などを 明らかに 

していく，それぞれのグループの 考えの特徴な 

どをもとに，ネーミンバしてもよい。 

第三 ( 練り 岱可 有効性の視 嗣 ちとらえなおし 考えの 

段階よさや不十分さを 理解 し 整理樹する 肘皆 

" 磁も " ㍾ 佼 ㍼「軸な 醐勧 ち % 
ねの考えのよさや 不寸分さを考えどの 孝ぇが清 究ルり 考える 

・ ま慧市 の 穆庶 ，一できるよう 視点を明 窩 ごす 乙 
  それ だ れの考えが妥当で ， 関き性も明らかて 整理されて レち こ 

とを 苛比是 とする 

第四 % 忍朋 さ y い ] 7 館 サ したことを見つ ぬ 直し自分なりに 
段階考 えあ 製 皮 する 肘皆 
・これまでの 検討をふりかえり ， 自分なりに最も 

よいと思う考え 方，方法を， なぜ選んだのか 理 

由をはっきりさせながら 選ぶ。 

  他の練習問題，場面においてもいろいろやり 方 

でやってみる ， 

  

  

るか ? わヵ りにくいところはな レ功セ   
ⅠⅡ 

    

  

    

; も テ度 00 株 ぅ 一度説明し百にさ い 。 
  

  

      わけは ? そ う 考えたわけは 何で 弓廿も   

ミコ 

ビ，，   Y@ 二二 ㌍ 芳た : 里ご芳だ二 ⅠⅠ ， 1 リ， 

  

「 
  

ミに態る 00 と ムムの考え儀に 燕ち ( 同拷 だと思います・ ; 

      あ わせる 00 と ム A の考えを合わせると ，こんな考えⅠ 己 まります       
  

すつ @% こす OCW の考えに っ @ 月こします。 
    名前 O(W の方技 ま， ・‥ と名 南 @ 巳め がいいです。 さ 

しヮ ，「， 1,1,1,1,1,1,1, 「， 1,1,1,1, ヮ ， 1, ⅠⅠ 

「 
  

Ⅰ   ちが 9    00 こ 二ム ム はここがちが ぅ 二 % 俺   ⅠⅠ 
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グ 1"I"I"J"I"I"I"I"I"I"I"I"I"I"I"I" 

㏄ せめ合， ) 自分もやってみたい 考えは 9 …‥そのわけは ? 「 
  

  自分に拍手，文園こ 拍手，今日 渤 づた睦に拍手Ⅰ 

  すカ ¥  00 の考えぼす 已、 と 思います。 ねサ は‥   

  " 。 弼 。 、 。 。 " 。 油 " 。 """""" 。 。 。 。 。 蛆 。   
  

  

  たいせ つ 00 はど 赳 ，大切だと思 い またわけは‥ 
  

Ⅰ， 1,,,1,1,1, （，，， 1,1,I,J,I,1,1,,,/ 

/
 
よ
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Ⅶ 授業実践 
算数科学習指導案 

]  単元老 面積の求め方を 考えよう 

2  単元目標 

(1) 指導目標 

0 平行四辺形や 三角形の面積の 求め方を理解し 

それらの面積を 求めることができる。 

0 いろいろな平面図形の 面積について、 既習の図 

形の面積の求め 方をもとに考えだり 活用じたり 

する能力を伸ばす ， 

(2) 観点 別 目標 

欄心 ・白飲態度 ) 既習の経験を 進んで用いて 平行四 

辺形や三角形などの 面積を求めよ 

ぅ とする・ 

傲 学的な考え ブ 既習の面積の 求め方をもとに ，平行 

四辺形や姉角形の 面積の求め方を 工 

夫して考える」 

( 表現・処理 ) 平行四辺形，姉角形の 面積を求める 

ことができる。 

( 知識・理解 ) 平行四辺形．姉角形の 面積の求め方 

を理解する " 

3  単元について 

(1) 教材 観 
平面図形の面積について ， 4 学年で l cm, の 上 

い
式
 

  っ
公
 

ほ
 

の
 

味
積
 

土
日
Ⅳ
 
お
 
Ⅲ
 

の
の
 

精
彩
 

両
方
 
正
 

 
 ど

方
 

な
長
 

 
 方
て
 

て
し
 

し
そ
 

と
 位
た
 

単
し
 

を
解
 

形
理
 

方
て
 
を 導き，面積を 求めた，その 発展として 5 学年では， 

三角形や平行四辺形の 面積の求め方や 公式について 

学習する - 

この学習で ， 単に公式を覚えて 使 う ことだけでは 

なく   その公式がどのようにして 導き出されるかを 

理解することが 大切であ る，公式がどんな 既習の図 

形の面積の求め 方を基にして 導き出したものであ る 

か，公式を導き 出すときの手法や 手順をしっかり 理 

解させることにより ，必要に応じて 自分で公式をつ 

くり出したり ，他のいろいろな 図形についても 活用 

したりすることができるよ う にさせたい「 

(2)  児童 観 

子どもだちは 算数がすきで ，計算練習などの ドリ 

ル 学習に意欲的に 取り組んでいる ，だが深く考えた 

り， 自分の考えを 発表したりすることが 苦手な子が 

多く ， 練り合いなどの 話し合いでの 発言は少ない " 

次に， レディネステストの 結果から子どもたちの 

実態について 述べる。 

0 正方形，複合図形の 面積の正答率が 低い， 

l cm, 片眼の目盛りを 使って面積を 求めたり， 

既習の面積の 求め方を使い ，図形を組み 合わせ 

たりして工夫して 考える具体的な 操作活動を行 

い，基礎的な 知識，技能，考えの 定着を図りた 

い 0 

0 すでに平行四辺形の 公式を覚えている 児童が約 

半数いる」ただ 公式を使って 答えを出すだけで 

なく， その公式が導き 出されるまでの 考え方を 

大切にしたい ， 

(3) 指導 観 ( テーマ・仮説との 関 れ Ⅲ 

①既習内容をもとにして 考える指導計画 

・まず平行川辺形について ， 等積 変形により長方 

形に帰着させて 面積公式を導く。 次に三角形の 

面積について ， 倍積 変形や等 積 変形により長方 

形，平行四辺形に 帰着させて公式を 導く。 そし 

て ，既習の面積の 求め方を用いて ，その他の図 

形についても 考えて い く，最後に曲線で 囲まれ 

た形の面積について 概測 する」 

②多様な考えを 引き出す自力解決 

・自力解決の 場で操作活動や 既習事項をもとに 考 

える算数的な 活動を取り入れ ， 一人ひとりがそ 

れぞれの考えをもつことができるよ う にしたひ。 

・公式を使って 面積を求めるだけではなく ，面積 

の求め方について 考えることを 重視し ， いろい 

ろな解決方法で ， 多様な考えをひきだしたい ， 

ぷ
ザ
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③ノート指導 ( 数学的表現 ) による一人ひとりの 

考えの深まり 4  教材の関連 

・自分の考えを 筋道を立ててわかりやすく 表現で 4 「⑨面積のはかり 方と表し方 Ⅰ 

きるようにさせたい   ， 

・子どもたちの 思考の流れや 興味関心が見えるノ 

ート作りをしたい。 また，思考が 見えるノート 

から，評価につなげたい。 

③数学的な視点を 明確にすることによる 練り合い 

の場面での多様な 考えの深まり 

・友達の考えを ，数学的な視点でしっかり 聞くこ 

とができるよ う にさせた い 。 

・多様な考えにふれ ，そのよさがわかるとともに ， 

自分の考えを 振り返させたり ， 自分の考えにい 

学 ・面積の意味 

年 ，長方形，正方形の 面積の求め方と 公式 

・複合図形の 面積 

」・面積の単位「 cm,m,km2 」   

5 七平行四辺形と 三角形の面積 Ⅰ 庵 円周 とへ 
学 ・平行四辺形，姉角形の 面積の求 円の面積 

年 め 方と公式 円の面積 
・台形などの 面積を求めること の 求め方 

L. 複雑な形の面積の 方 眼 による概則， こ 公式， 

6 

学年「●およその 面積を求めようⅠ 

かしたりすることができるよ う にさせたい。 ・複雑な形の 面積の概則 

5  指導計画 

工夫と手だて ( ●…操作活動について ◆‥ノート活用について ■…コミュニケーション 活動について )   
一   

ⅠーⅠ 

  

2 

  
3 

目 標 (0/ 太字 卜 学 習 活 動 
04 年生で学習じた 内容をふり返る。 
・レディネステストをもとに ， 4 午 

で学習した内容をふり 返る。 
・図形パズルを 使い，図形の 構成 要 

素 ，位置関係などについて 考える " 

口入Ⅰ ビ Ⅴ z 
図形パズル「ミニ・タンバラム」   

  長方形を辺の 長さはそのままで 右に傾 

けてると ( 下図 ) できる平行四辺形と 

もとの長方形の 面積は等しいか 考え 

る。 

  周りの長さが 等しい長方形と 平行 

四辺形の面積は 異なることを 理解 

する。 

0 平行四辺形の 面積の求め方を 理解 

する。 

● 6 X4  (cm) の平行四辺形の 面 
積を求め方を ， 紙片を切ったりす 

る操作活動を 通して考える ， 

◆自分の考えた 面積の求め方をわが 

りやすくノ一 トに 書く。 

 
 

m
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4
 

  
5 

  

  
6 

■ノートをバループでまわし 読みし， 

友達の考えに 対して， 自分の考え 

を書く に ぅ かんノート ) 

■友達のアドバイスをもと [ 

ふりかえり， 直したり， 

， 思ったことを 書く。 

か
一
 ア
 

ド
 
や
巳
 

刀
 

ィ
間
 せ
 

ガ
 
質
さ
 

  

ス
 

に
ィ
 

と
バ
 

 
 

も
ド
 

0 平行四辺形の 面積の公式を 理解し 

それを適用し 面積を求めることがで 

きる。 

■ 前 時に考えたそれぞれの 考えを発 

表し比べる。 ( 共通点、 ? 相違点 ?) 

  どの考えも長方形に 変形して考え 

ることが出来ることに 気付く 

  公式「底辺 X 高さ」について ，変形し 

た長方形と比べ ，意味を確かめる。 

0 高さが平行四辺形の 外にあ る場合 

でも，平行四辺形の 面積の公式は 適 

用できることを 理解する。 

・高さが平行四辺形の 外側にあ る場 

合について考える ， 

●◆ 前 時までの学習をもとに ，紙片 

を切ったり組み 合わせたりする 操 

作活動を通して 考える。 
 
 

ム
口
 

ら
 

場
め
 

る
求
る
 

め
 が
 知
 

こ
 積
を
 

■
 

れ
道
 

そ
筋
 

 
 
ト
妥
 

■ 前 時の児童の考えを 

把握し公式との 関連，性 

を考え効果的に 発表させる。 

・それぞれが ，既習内容をもとにして 考 

えていることを 確認する。 

，変形じた長方形のどこの 長さが分かれば 

よい かを考え，公式に 結びつける。 

・底辺，高さは 固定し頂点を 底辺に平 

行に左右にずらし 高さが外側にあ る 

場合にっ ぃ ．て知らせる。 

● 3X 6 (cm) で高さが外側にあ る平 

行四辺形の色紙を 配布する。 

■選んだ視点をはっきりさせる 

・どの平行四辺形も 底辺，高さがわかれ 

ば，面積が求められることを 確かめる「 

厨 コミ，ニケーショシカイト ，を も 
とに，共通点を 見つけた 

り，多様な考えのよさが 
わかったか。 

E 前 時の学習をもと         
紙片を切ったり ，組み合 

わせたりし， 自分なりに 

考えたか。 

  

7
 0 三角形の面積の 求め方を理解する。 

●◆三角形の 紙片を切ったり ，組み 

合わせたりする 操作活動を通し ， 

既習の面積の 求め方をもとにして 

考え，自分の 考え方をノートに 書く ， 

■グループで ， こ う かんノートを 行 

・底辺，高さが 書かれていない 三角形を 

提示し実際に 長さを測定し 確認する   - 

● 机間 指導で自力解決できない 子への支 

援を行 う 。 ( 方 眼の目盛りを 使った紙 

片やヒントカードを 配っだりする・ ) 

回 三角形の紙片を 長方 
形や平行四辺形などに 変 

形，して三角形の 面積の求 

め方を考えることができ 

たか」 

ま
け
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@ l い， お互いの考えに 対して自分の 

■友達の考えをもとに ，ふりかえる ， 

◆自分の考えを 他の人に伝えるために ， 

わかりやすく 工夫して書かせる。   

■コミュニケーションガイドをもとに ， 

視点をはっきりさせる。 
■自分の考えを 変えたり， もっと詳しく 

説明したり修正させる。 

回 自分の考えを 理由を 
はっきりさせて ，筋道た 

てて説明できたか。 

9 

本 

串寸 

  
10 

  
1 I 

  

． 0 三角形の面積の 公式を理解しそ 
れを適用して 面積を求めることがで 

きる。 

■それぞれの 考えを発表し ， 比べる。 

共通点 ?  相違点 ? 

・長方形や平行四辺形に 変形して考 

えることが出来ることに 気付く 

・三角形の面積を 求める公式をまと 

め，公式を適用して 面積を求める。 

0 高さが外にあ る三角形でも ，面積 

の公式は適用できることを 理解する。 

●◆高さが外側にあ る三角形の面積 

の求め方を操作活動を 通して考え， 
自分の考えるノートにわかりやすく 

書く。 

■交換ノートを 行い， 妥当性を確か 

め ，多様な考えにふれる。 

  

  

  

  

  

  

  

■グループで 選んだ視点をはっきり 

させ一番よい 考えを選ぶ。 

・公式を使って 求めた面積と 多様な 

考えで求めた 面積とを比べる。 

・高さが外にあ る場合でも，面積が 

求められることを 知る。 

0 学習内容に習熟する。 
・どんな考え 方で面積を求めたのか 

をふり返る ， 

・公式を適用して 平行四辺形，姉角 

形の面積を求める ， 

■前もって ， 子どもたちの 考 

えを把握し公式との 関連性を考え ， 

効果的に提示する。 

・平行四辺形や 長方形の形に 直し ， 今ま 

でに学習したやり 方で底辺と高さをも 

とにして，三角形の 面積を求めること 

ができることに 気付かせる。 

， 高きについて ，辺の長さではないこと 

を ， しっかり理解きせる " 

・ ジ オボードで高さが 外側にあ る場合， 

内側にあ る場合を理解させる。 

・今まで学習したことをもとにして 解決 

することができないか 考えさせる， 

●自力解決できない 児童へは， ヒントカ 

一ド をわたし支援する。 

匠 ョ 練りあ いの中で長方 
形や平行四辺形に 変形し 

ているという 共通点を見 

つけ，整理・ 分類して考 
えることできたか。 

m  紙を切ったり 組み合 
わせたりする 操作活動を 

通して，既習の 学習内容 

と関連づけて ，高さが外 

にあ る場合の三角形の 面 

積の求め方を 考えること 

ができる。 一 

せ
 
さ
 
表
 
発
 
せ
て
 

さ
 
g
 
き
 
つ
 

は
 
を
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21 

  

13 

0 学習内容の理解を 深め，算数への 

興味を広げる。 

・●◆台形， 四角形から自分の 取り 

組みたい課題を 選び考える」 

■グループで 自分の考えを 発表する。 

・ワークシートを 準備する。 

● 1 つの課題が終わったら ，他の課題に 

・も取り組ませる。 

◆自分の考えを 筋道を立てて ，わかりや 

すく工夫して 説明させる， 
■コミュニケーション ガイドをもと 

に，友達の考えに 対し質問，アドバ 

イス，感想を 書かせる」 

my 一トの 記述内容で ， 
自分の考えを 理由をはっ 

きりさせて，筋道をたて 
て説明できたか。 

6  本時の展開 (9.10/13 時 ) 

(1) 指導の日標 高さが三角形の 外にあ る場合でも，三角形の 面積の公式は 適用できることを 理解する， 

(2) 授業の仮説仮説 1        自力解決時に 具体的操作活動を 取り入れることにより ，高さが外にあ る場合 

の三角形の面積の 求め方を考えることができるだろう。 

仮説 2 …数学的な視点を 明確にすることにょり ，グループでお 互いの考えを 理解し合 い 高めあ ぅ ことができるだろ う 

(3) 評価の観点 

数学的な考え 方 ，， ・高さが三角形の 外にあ る三角形の面積を ，平行四辺形や 三角形，長方形など   

の 既習の面積の 求め方を使って 面積を求めている ， 

知識・理解…高さが 外にあ る三角形でも ，面積の公式は 適用できることを 理解している」 

(4) 授業の展開 (9/  1 3 時 )  (1 0/  1 3 日 駒 

理学習活動と 内容 (0), 児童の反応 ( .)  教師の支援，留意点，仮説の 検証 ( ⑨ ) と評価 (0) 
っ 0 ジ オボードで， 前 時に学習した 三角形 ・ ジ オボー ドで ，頂点を 左右に平行移動していることを 実 

か
む
 2
 
分
 

み 

と 

お 

冊 自ヰヰ Ⅱ 

と 高さが外にあ る三角形の違いを 知る。 
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際に操作して ，形の変 

化と高さ，面積につい 

て考えさせる。 

  底辺は固定しているこ 

と頂点が平行移動して 

いることを確認する " 

  高さがどこか ，意識さ 

せる。 

・「高さがきれている」 

0 学習のめあ てを確認する。 ・ ジ オボードの姉角形を 色紙に写し出して 示す， ( 面積を視 

「高きが覚にあ る時の三角形の 面積の 

求め方を考えよう ，」 

0 今までの学習をふりかえり ，既習の考 

えが使えるか 考える。 

          
予
想
 

の
 

土
 
せ
 
"
 
室
 -
 

Ⅱ
 ノ
 

ょ
ル
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ノ
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え
 
使
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●◆既習の面積の 求め方をもとに ，三角●裏 面に l cm 方 眼の書かれた 三角形を配布する」 

形の色紙に線を 引いたり，切ったり 組み 

ぷ
ぽ
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合わせたり工夫して 考え，言葉や 図を使⑨仮説 1 - 具体的操作活動を 取り入れることにより ，高さが 

ってわかりやすくノ 一 トに 書く ， 外にあ る三角形の面積の 求め方を考えることができる。 

想 はれる反吐 

" ㍗ユダ 0  ( 数学的な考え 方 ) 高さが外にあ る三角形の面積を ，既習の面 い 積の求め方を 使って面積を 求めている， 

十ノ｜ 
●困っている 児童にヒントカードを 渡し支援する。 

つ 4 X 3 二 12 3 4 12  ◆自分の考え 方を他の人にみて モ，ろう ことを意識して ，わかりや 

  ク 平行四辺形 ヱ 引 き 算 すく書き，また 1 つの考えが終わったら ，別の考えに 挑戦する 

抽
分
 

牙
 

 
 

2
 日
 
"
 

  
4 X 6 - 2 = 12 

6
2
 

け
ん
と
 う
 

Ⅱ
 
  

｜
 

イ 
よう 励ます， 

吉岡 さについて 

説明ができて 

X 6 手 2 二 18 かるか確か 

x@ 6 - 2 - 6 める。 

18  一 6  二 tZ 

力 公式を使って 

■グループでそれぞれ ，のノートを 読み合い 

( 交換ノート ), 自分の考えと 比べたり， 

わからないことを 質問したりする。 

・「同じ考え」「平行四辺形になおすのはす 

ごい」「くわしく 説明してください」 

■グループで 理由をはっきりさせ " 一番いい 

⑨仮説 2 : 数学的な観点を 明確にすることにより ，グル 

ープでお互いの 考えを理解し 合あ い，高めぬ ぅ とこと 

ができるだろう。 ( ノート， 机間 指導 ) 

ミュニケージョンガイドをヒントに ， 自分の考えを   
考 ざを選ぶ ， 
・「わかりやすい」「はや い 」など   

0 算数日記を書く。 

0 次 時の学習について 知る「 

十 1 ， 

ん 

と 

ラ 

25 

  
■グループで " 一番 いい 考え " を発表する。 

・「わかりやすい 考え」「おもしろい 考え」 

ら
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0 高さを調べ，公式を 用いて面積を 求める。 

0 工夫して面積を 求めても，公式を 使って面 

積を求めても 同じ結果になることがわか 

る， 

0 算数日記を垂 。 日 く ， 

0 練習問題をする「 

・高さを垂直になる 条件をおさえながら 調べさせる。 

・公式でだした 面積と操作活動から 出てきた面積が 同じ 

になり， どんな三角形でも 面積を求めることができる 

ことを確認 リーる， 

一
 
"
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 作
 
 
 
自力解決の場で ， 具体的操作活動を 工夫すること 

により， 一人ひとりが 自分なりの考えをもっこと 

ができるだろう ， 

ば 具体的なてだて》 

・十分な操作活動や 思考ができるように ， ゆとりを 

もって時間を 設定する「 

・一人ひとりが 図形を切ったり ，組み合わせたりす 

る具体的な操作が 十分できるよ う に，紙片をたく 

さん準備する・ 

・困っている 子への支援として ，裏 側に l cm 方 眼 

目盛りの書かれた 紙片やヒントカードを 与え ，操 

作 活動のきっかけの 場を作ったり ， 机間 指導など 

で既習内容のほ り おこしを行 う ， 

  既習内容を提 ボ したり，予想の 段階で想起したり ， 

既習内容を墓にして 考えることを 重視した。 

《結果》 

(1) ノートから 

単元における 下の ア ～ オの 自力解決場面での 具体 

的 操作活動の様子をノートの 記述からとらえ ， 下の 

表にまとめてみ " た， 

⑦ 叫 '" 四勿 宙責 ①平行 蝿 "% 高 "' 列 。 " 面責⑨三角形 

の面責㊤三角形 ( 高さが 外 ) の面責㊨ ホ ， 合移 ・四角形の面責 

  自分なりに解決できたか ? グラフ「   
%
 
%
 
%
 
%
 
%
 
%
 

㎝
㏄
㏄
何
 
%
 
0
 

 
 
  

  

  丑
 

Ⅱ
 
ヰ
 

H
 

  

  

蕊
簸
 
■
 

できる 

できる ( 支出 

できない 

        ナ     

  

ぎ
こ
カ
 

  

 
 

な
る
 

し
す
 

T
l
-
 

せ
に
 

わ
り
 

ム
口
よ
 

 
 
 
 

，
ヒ
析
 

了
ゆ
 

0 算数日記より 

  図形を切ったり ，形を変えたりしたのが㊨ 五二 
ろかった、 わかりや かった， M. S 

・今日は ， 切ったり 貼 ったりして， つの考え方が 3 

XH&- っと コ 日は ふ ・したい - K . S 

(2) 活動の様子から 

・これまで自力解決時に ， ど う したらいかかわから 

ず ， とまどっていた 子どもたちが 自分なりの解決 

をするようになった」 

・ 1 つの解法だけでなく ， さらに他の解法へ 取り組 

も う とする子が多くなった ， 

《考察》 

・紙片を切ったり ，組み合わせたりする 具体的操作 

活動を取り入れ ， ヒントカードなどの 支援を行 う 

ことにより， どの子も意欲的に 活動し解決し 

自分なりの考えを 持つことができた「 

， 今までの学習を 墓にして考えるという 視点を明確 

にした具体的操作活動により。 既習内容を基に 解 

決することができた「 

・授業の様子，算数日記などから 意欲的に取り 組ん 

でいることがわかる ， 

J 具体的操作活動 ( 切ったり，組み 合わせたりし 

  ている ) の様子 

工具体的操作活動 ( 組み合わせている ) の様子 

-  Ⅰ 4  - 



2  作業仮説 (2) の検証   

習 過程において ，思考の流れを 明確にした / 

トの 活用を工夫することにより ， 自分の考えを 整 

理し筋道を立てて 表わすことができるだろう ， 

ぱ 具体的でだて》 

・思考の流れを 重視したノートの 活用の仕方を「ノ 

一トの きまり」としてノートにはり ，いつでも 確 

認 、 できるようにする。 

  自力解決やまとめの 段階で ， 他の人にも自分の 考 

えがわかりやすく 伝わるよ う， 国や 文 ，式を使っ 

て，丁寧に自分の 考えが書けるようにする 

  「算数日記」をもとに 学習をふりかえり ， 自分の 

考えがしっかり 書けるようにする ， 

・ノートを読み ，それぞれの 思考の様子や 感想など 

を把握し考えが 整理され， よく書けている / 一 

トを 賞賛し ど う すればわかりやすいか 全員で確 

認する。 また，直してほしいところなど 助言する。 

( 結果》 

(1) ノートの記述について 

0 自分の考えの 記述 例 

単元で下 ア ～ オの 自力解決場面でのノートの 記述 

内容から「整理して 表現したか」「既習事項をも 

とにしていたか」をとらえ ，下の表にまとめてみ 

た」。 

⑦平行四辺形の 面積⑦平行四辺形 ( 高さが 外 ) の面積 

  自分の考えの 表記について グラフ 2   
㏄ % 

80% 

60% 

の % 

20% 

0% 

            オ 

  <
 
す
 
や
 
@
 

わ
 
；
 

）
 を
 

2
 
え
 

・
 考
 

フ
の
 

ラ
分
 

グ
自
 

（
 て
 

も
 
っ
 

か
使
 

 
 

 
 一

や
 

ノ
図
 

O
.
 

  

丁寧に説明しょうとする 子が多くなった。 

・ 図 だけで説明しょうとする 子がほとんどいなくな 

っている， 

② 既習事項をもとに 筋道を立てて 表現していたか 

既習事項をもとにして 考えたか ?  グラフ 3 
%
 
%
 
%
 
%
 
%
 
 

Ⅲ
 

㎝
㏄
㏄
 
穏
 

m
 
0
 

 
 

■
園
田
 

できない 

具体的記述なし 

具体的記述あ り 

  ア イ 市 Ⅰ +   

⑦三角形の面積①姉角形 ( 高さが ま外 ) の面積 0 授業でのノートの 記述から ( グラフ・ 3) 

" 彬 " 酪砂耐 
① 自分の考えを 整理して表現していたか 

自分の考えを「 図 」「 式 」「 文 」を使ってどのよ 

う に説明しているかを 調べた。 

( ノート記述 例 ) 

式 による説明 づ 

・「～の形に 直して」「～をもとに」など 具体的に 

記述する子が 多くなった「 

・具体的記述はなくても ，ほとんどの 子の記述から ， 

操作活動で既習の 図形に変形したり ，既習の図形 

の面積の求め 方をもとにして 考えている様子がわ 

かった。 

0 算数日記より 

  方ク になおして，面積が 求められることがわか 

った， T  . O 

・平行四辺形にして えるのはすごい。 Y Y 

( 活動の様子から ) 

・覚えた公式を 用いようとする 子が多かったが ， 既 

習の内容をもとに 説明するようになった。 

(2) 算数日記の記述について 

タ
 
/
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自分の気持ち ， 考えなど，算数日記の 内容につい 

て， いくつかの例を 挙げ分類してみた「 

ア ，気持ちなど 

・同じだと思ったけどちが ぅ ので 

E  . O 

・今日は 2 つの方法のやり 方がわかったので 

L'.SJL    H . N ィ ，学習に関する と 

・まちかってくやしかった     、 ， 4 〒四辺 多 貝の、 、 め 

方がしりたい   A  . K 

，面積の求め 方がよくわかった。 そ 

怯もやってみたい る方   A  . K 

・公式と高さのきまりがわかった。 T  . Ⅵ ， 

・面積を求めるのは 簡単だった。 でも三角形のこと                       Ⅱ l T  . W 

ウ ，友達の考えに 関すること 

・ 00 と 00 の え がらがっていて ， 00 と同じ考 

えだった     T  , M 

・今日は の考えがすごかった 00 ，平行四辺形もで 

きることがわかった ， N  . T 

・ の考えは，細かくてパズルみたいだけど 00 ， い 一 

方法だと ぃ 恩 がました。 M  . A 

  リー。 ・   ト 工夫された 

( 考察》 

・自分の考えを 図だけでなく ，式や文も使ってわか 

りやすく説明しょうとする 子が多くなった ，また 

「なぜ…」という 理由をしっかりおさえ「まず…」 

「次に…」など 順序よく，丁寧に 考え ， 書き表す 

よ う になった」 

・算数日記で ，はじめは気持ちなどの 記述が多かっ 

たが，具体的学習内容，友達の 考えや自分をふり 

かえっての記述などが 増えてきた」 

3  作業仮説 (3) の検証 
㌔学的コミュニケーションの 場を工夫し，他者の㌦ 
考えに対して 数学的な視点を 明確にし支援する 

ことにより，お 互いの考えのよさや 関係がわかり ， 

逼 め合 う ことができるだろう       
  

《具体的てだて》 

・会話 や 一斉授業による 練り合いの前段階として ， 

全員が参加できるよ う に「こ う かんノート」を 

とりいれた。 

  「こ う かんノート」では ，学習バループ 内㈹～ 5 

人 ) でお互いにノートを 交換し，相手の 考えに 

たいして自分の 考えを書いていく ， 

・他の子の考えを 見るときの視点を 明確にするた 

めのヒントとして ，「コミュニケーションガイド」 

をノートにはったり ，掲示したりした。 

・自力解決に 時間がかかっている 子は， しっかり 

と 自分の考えをまとめてからバループでの 練り 

合いに参加できるよ う 支援する。 

・数学的な視点でうまく 捉えている子やバループ 

にたいして賞賛する「 

J こ う かんノートの 様子 

タ
ク
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友達のノートを 読ん   でいる様子 Ⅰ こうかんノート ( メッセージ )  1 
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ぱ 結果》 

(1) 単元学習終了後のアンケートから 

単元終了後， コミュニケーションについての 

識を調べるため ， 下の表の項目について ( ④ と 

もよい，③よ い， ②ふ つぅ， ①よくな い ) で自己 

煮
 
て
 評
 価してもらい ，④・③の割合を 表にまとめた。 

工 @ / 具 目 ⑩ 
友だちの考えを ， 読 A, だり聞いたりする 魍卸さ， 9 ㌶ % 。 

おもしろ 力 りたで サっ卜 

友達の考えを 聞いたり読んだりして ，なるほどな 89% 拓 

と， 思ったりしまし 六目。 

友幸の考えを 聞いたり読んだりして ，次はやって 81 拓 

みよう ヵ ぬと， 思 づたりしまし 力し， 
- コミュニケーションガイドをもとに 友達の考え 81% 拓 

にメ、 ソ セージを 劃、 たりすることができました。 

コミュニケーションガイドをもとに 考えるとどん 8 Ⅸ 0 
なふうに考えれ ソ 曲ル切切 ぐ カフカ リ ・つてよ 力 ㌧六二 

坤ヰ苗 三色れも かき二八 乎 JY@; ォ子山辺 に お，に下ぅ て 。 さし 度 ，五斗 。 ご " お 
もろ ぢし萩申 ㌔ % ガ・ ) せ吉 (Lf ぅ ・ ワ 

  ヰ @%  ヒも ・ w よ l;. て丁 拒む屯せで 接力 けが， 

(2) ノートから 

0 他の子へのメッセージから 

ア ，賞賛 

・平行四辺形にするとは ，お しろい えだと思 い 

ます。 A  . T 

・ ほ くは，数の式で 書いたけど，文で 説明していた 

のでわかりやすかったです。 K .M 

イ ，数学的な考えについて 

・考えがい ろ いろあ った ，蝶 " 。 " 。 。 "" 。 

た 。 H . S 

・ 台ク 長方形にして ，、 計算でき ぅ だと思っ 

た 。 K  . M 

.oo@;w  MM@Eia@J@  @@A@ 

い と思 う 。 T . I 

・長方形にしたところは 昆旦で， 2 つ使ったところ 

は ゑ だよ。 式の で モ 2 がない， N . T 

@3@ @@ ， t@te@@@t@ ・ @ ， m@@@@@@ 

(  を 式に ったりしてすごいね ， H . N 

  @ffl@n ， 丁 たてにたとえていて ，よくわか 

った 。 N . M 

ウ ，アドバイス 

・
四
角
形
の
答
え
が
ち
が
 

ぅ
よ
 

。
 

  といいよ。 それと下の考えは 2 枚使って 

て，い い アイディア。 M . T 

・ど く う訂 したかまで 垂 っとわかりや く ね 

ると思 うよ 。 A . K 

ェ ，多様な考えについて 

・
グ
ル
ー
プ
の
 
人
の
コ
メ
ン
ト
と
か
 

，
 

ヨ 二至， と                           」 H  . A 

タ
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  意外な考えやがる い ろな考えがあ って結構 楽 しか 

った J A , O 

・かんなと一緒に 考えて「こんかや 方 んだ」 

「こんな考えでいいんだ」ということが 多かった「 

M . T 

  こ う かんノートをしました」バループの 人たちの 

考えを 兄 たとき，文三㌍ ヒ おもった。 Y . T 

こ う かんノートの 様子Ⅰ 

0 考えの変容 

( 公式 づ 既習事項に帰着した 考え ) 

  すでに覚えていた 公式を使ったり ， どうして公式 

が導き出されたのか 説明できない 子が多かつた。 

そこで「今までの 学習を使って 説明できないか」 

「公式がど う やって考え出されたのか」などの 声 

かけをすることで ，既習の内容を 使って考えたり ， 

公式の意味を 考えようとするようになった。 

  「今日の勉強は ( 公式が ) わかる人にしかわから 

ないからショック - わか ( 公 が 珪 ないⅠに ずるのはど わかる ょ " た " すればい いか 考えてお 

く 「」 A  . T  算数日記より 

( 等積 変形の考えづ 倍積 変形の考え ) 

  はじめは等 積 での変形の考え 方が多かったが ，グ 

ループ や 一斉での練り 合いで多様な 考えにふれる 

ことに よ り，より公式に 導きやすい 倍積 による 変 

形の考え方か 増えてきた， 

  友達のいい考え ，自分が次にやってみたい 考えな 

どで，よりわかりやすい 考え，よりわかりやすい 

説明を取り入れようとする 子が多くなってき - た ， 
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達 のよいところを 取り入れたりと ， 自らよりよい 

解決方法や表現方法を 工夫するようになった」 

  友達からのメッセージをもら ぅ ことで， 自分の考 

えを高めたり ，賞賛を ぅけ ， より意欲的に 取り組 

  むようになった " 

  コミュニケーションガイドをもとに ， 自分なりに 

理由をはっきりさせて 友達へのメッセージなどを 

書くよ う になった。 

  こ う かんノート，タックシールメッセージを 取り 

入れることで ， より多くの子がコミュニケーショ 

ンに 参加するようになった。 

  コミュニケーションを 意識して， 自分の考えを 整 

理して，丁寧に 自分の考えをまとめ よう とする 子 
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互いの考えのよさや 関係がわかり ，よりよい考え 

を取り入れ ， 高め合お う とすることができた「 

2  課題 

0 自分の考えの 説明や算数日記の 感想などで， ノー 

トの記述内容，表現方法など 個人差があ り，年間 

を 通し，計画的に 指導していく 必 、 要があ る。 

0 ノート ( 記述 ) によるコミュニケションから 会話 

へ ， グループ単位での 活動から全体でのコミュニ 

ケーション活動にど う つなげていくか ，場の工夫 

が必要であ る。 

0 コミュニケーション 活動において ，他の児童の 表 

現方法などに 着目しての意見は 多い。 だが，数学 

的な視点をしっかり 持ってコミュニケーションで 

きる児童がまだ 少ない。 年間を通して ，数学的な 

視点 ( 考え ) を育てていきたい。 

( おわりに ] 

子どもたちが「楽しい」「もっとやってみたい」とい 

ぅ ような算数の 授業をめざして 6 ケ 月間，研究に 取 

り 組んできました "" 考え方 " を大切にして ，まず 

自分でじっくり 考えて，次に 友達と考えるという 学 

習の中で ， 子どもたちは 生き生きとしていました ， 

多様な考え， コミュニケーションのおもしろさと 大 

切さを感じました。 この研究での 成果と課題を 現場 

に持ち帰り， さらに深めていきたいと 思います。 

研究期間中， ご指導して下さいました 研究所の大 

城 淳 異所長， 営間 正和係長，山里昌樹指導主事はじ 

め，いろいろとお 世話になりました 鏡 平 石 事務主事， 

武 元図書館司書へ 心から感謝申しあ げます， 

また，研究の 機会を与え ， ご指導して下さった 浦 

添市教育委員会の 諸先生方，教科指導員として 親身 

になって指導して 下さった 捕城 小の山城奈美先生へ 

感謝申し上げます。 

そして，快く 送り出し励まして 下さった古堅宗男 

校長，検証授業など 快くご協力して 下さった宮城敬 

之先生はじめ ，同僚の先生方へ 感謝申し上げます。 
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